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旦
y 経 新 闇 (4) 

12
月
の

殊�

け
て
全
体
量
は
さ
ら
に
増
置

相

場

は

上

向

き
ヘ

も 、

小
玉
傾
向
で
出
回
り
は

高
く
食
味
は
良
好
だ
が 、
傷

る
見
込
み 。

種
苗
会
社
が
品
種
紹
介

生
産・
流
通
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

異
常
気
象
や
作
業
効
率
化、
品
揃
え
な
ど

種
苗
会
社
が
研
究
農
場
に
産
地
関
係
者
や
流
通
業
者

な
ど
を
招
い
て
推
奨
品
種
を
紹
介
す
る
「
オ
ー

プ
ン
デ

ー
」

が
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る 。

近
年 、
異
常
気
象
や

人
手
不
足
が
問
題
視
さ
れ
る
中 、

耐
薯
性
や
耐
寒
性
を

備
え
た
品
種
や
作
業
性
の
高
い
品
種
の
開
発
が
進
ん
で

き
て
い
る 。
一
方 、

お
い
し
さ
や
バ
ラ
エ
テ
ィ

の
豊
富

さ
な
ど 、

小
売
現
場
で
求
め
ら
れ
る
品
種
も 。

種
苗
2

社
の
オ
ー

プ
ン
デ
ー

で
注
目
を
集
め
た
品
種
を
紹
介 。
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過
酷
な
気
象
条
件
に
も

（

収
量
確
保
で
き
る
品
種

平

ト
キ
タ
種
苗
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ト
キ
タ
種
苗
は 、

埼
玉
県

加
須
市
の
大
利
眼
研
究
農
場
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で
オ
ー

プ
ン
デ
ー

を
開
催

し 、

推
奨
品
種
や
新
品
種
を

披
露 。

2
日
間
で
約
3
2
0

0
人
が
来
場
し
た 。

ネ
ギ
で
は 、

過
酷
な
気
象

条
件
に
弾
い
品
種
を
多
数
展

示 。
「
森
の
奏
で」
（

万
能
タ

イ
プ）

は 、

葉
が
コ
ン
パ
ク

ト
で
風
に
頼
く 、

最
大
風
速

32
認
を
記
録
し
た
台
風
で
も

倒
れ
な
か
っ

た 。
葉
折
れ
し

に
く
く
厳
寒
期
も
葉
が
3

枚

し
っ

か
り
残
る 。

良
い
意
味

で
鈍
感
力
が
高
い

た
め
病
気
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菜
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注

野
翌
ぞJ
奥

ダ
は
J

イ
で
レ

の
発
生
が
遅
い 。

取
り
遅
れ

て
も
寒
さ
に
よ
る
葉
痛
み
が

少
な
く 、

作
業
に
追
わ
れ
る

こ
と
が
な
い 。

葉
の
緑
色
が

非
常
に
濃
い
の
で
売
場
で
新

鮮
に
見
え
る 。
こ
う
し
た
理

由
か
ら
「
い
ま
生
産
者
か
ら

一

番
人
気
が
あ
る」
（

担
当

者）

と
い
う 。

ま
た 、

ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
非

常
に
頼
い
「
T
S
X
_
5
4

3」

や 、

と
に
か
く
夏
の
暑

さ
に
弾
い
「
T
X
N
|
5
2

ー
」

な
ど
も
展
示
（

い
ず
れ

も
秋
冬
タ
イ
プ） 。
「
T
X
N

—

5
2
1
」

は
錮
用
ネ
ギ「
な

べ
ち
ゃ
ん」

の
改
良
版
で 、

首
の
締
り
が
良
く
葉
が
広
が

り
に
く
い 。

カ
ボ
チ
ャ

で
は 、
新
品
種

の「
く
り
将
軍
ネ
オ」
や
加
工

向
け
専
用
品
種
の「
T
S
X

ー

8
2
0」
な
ど
を
紹
介 。
今

年
は
各
地
で
カ
ボ
チ
ャ

の
不

作
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が 、

つ
る
が
太
く
ガ
ッ

チ
リ
生
育

す
る「
ク
リ
将
軍
ネ
オ
」

は 、

果
量
が
2
S
2•
5

岱
と
大

束
に
な
る
こ
と
も
あ
り 、
収

量
を
確
保
で
き
て
い
る
と
い

ぅ 。
「
T
S
X

—

8
2
0」
は 、

ヘ
タ
が
小
さ
く
尻
の
部
分
の

凹
み
が
少
な
い
た
め 、
加
工

機
械
で
安
定
し
や
す
い 。
平

均
果
量
は
3

キロ 、
最
大
3•
7

キロ
ま
で
肥
大
す
る 。

ミ
ニ
ト
マ
ト
で
は 、

カ
ラ

フ
ル
ミ
ニ
ト
マ
ト
「
サ
ン
シ

ト
ロ
ン
」

「
サ
ン
ガ
ー

ネ
ッ

ト」
な
ど
の
新
品
種
を
紹
介 。

白
に
近
い
ク
リ
ー

ム
イ
エ
ロ

ー
の
「
サ
ン
シ
ト
ロ
ン
」

は 、

ジ
ュ
ー

シ
ー

で
甘
み
と
酸
味

の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く 、
レ
モ

ン
を
思
わ
せ
る
味 。

果
重
は

10
S

14
咳 。

宝
石
の
ガ
ー

ネ

ッ
ト
の
よ
う
な
赤
紫
色
の

「
サ
ン
ガ
ー

ネ
ッ
ト」

は 、

多
汁
で
食
味

良
好 。

果
重

は
15
S

20
咳

と
や
や
大
き
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寄
一

身
土
ム

葉
め
5

た
業
町
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 作
種

字
な

文
ト

ィキ

ク
の

一
ゞ

ど

月
〗
な
げ

名
コ
せ
ズ

め
に
揃
う 。

ト
マ
ト
の
ハ
ウ

ス
内
で
は
人
気
の
「
ト
マ
ト

ベ
リ
ー」

の
試
食
も
行
わ
れ

て
お
り 、

多
く
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
っ

た 。

タ
キ
イ
種
苗
は
2
日
間
に

わ
た
り 、

茨
城
県
の
研
究
農

場
で
研
修
会
を
開
催
し
た 。

ホ
ウ
レ
ン
草
や
ネ
ギ 、

ト
マ

ト
の
新
品
種
を
紹
介
し 、

来

場
者
の
関
心
を
集
め
た 。

ホ
ウ
レ
ン
草
は
と
く
に
出

荷
調
整
作
業
に
時
間
が
か
る

品
目 。

そ
の
た
め 、
「
収
穫・

調
整
・

パ
ッ

ケ
ー

ジ
ン
グ
の

時
間
を
い
か
に
短
縮
で
き
る

か
が
求
め
ら
れ
て
い
る」

と

同
社 。
作
業
性
と
と
も
に
収

屋
性 、

さ
ら
に
べ
と
病
へ
の

抵
抗
性
を
備
え
た
の
が
「
福

兵
衛」
（

秋
春
ど
り） 、
「
タ
フ

ス
カ
イ」 、
「
伸
兵
衛」
（

秋
冬

ど
り）

の
早
生
3

品
種 。

ど

れ
も
軸
は
上
を
向
い
て
伸

び 、

し
な
や
か
な
こ
と
か
ら

収
穫
し
や
す
く 、

調
整
作
業

も
ス
ム
ー

ズ 。
さ
ら
に
葉
肉

が
厚
く
株
張
り
が
良
い
こ
と

か
ら
多
収
と
な
る 。

暖
地
・

中
間
地
の
場
合 、

3
品
種
で

9
月
下
旬
頃
か
ら
5

月
中
旬

頃
ま
で
収
穫
で
き
る 。

ネ
ギ
で
は
夏
秋
ど
り
の

「
名
月
一
文
字」

を
紹
介 。

夏
秋
ど
り
の
中
心
産
地
と
な

一

列

平

匝

K

ヽ

ヨ

夏

作

業

性

の

向

上

や

産
地
ニ

ー
ズ
に
対
応

タ
キ
イ
種
苗

る
北
海
這 、

東
北
な
ど
に
お

い
て
も 、

近
年
は
温
暖
化
へ

の
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
い

る 。

同
品
稲
は
耐
暑
性
を
備

え 、

葉
（

葉
身）

を
コ
ン
パ

ク
ト
に
す
る
こ
と
で
風
に
よ

る
倒
伏
を
抑
え
る
よ
う
に
し

た 。
ま
た 、

皮
む
き
が
容
易

で 、

出
荷
・

調
整
作
業
の
時

問
軽
減
も
期
待
で
き
る 。

一
方 、
大
玉
ト
マ
ト「

桃
太

郎
ネ
ク
ス
ト」
は ‘
促
成
栽

で「
収
量
も 、
お
い
し
さ
も
欲

し
い
」

と
い
う
生
産
者
や
産

地
の
要
望
に
応
え
た
品
種 。

花
数
が
多
く
収
量
性
に
優
れ

る
う
え 、
糖
酸
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
味
を
実
現
さ
せ
た 。




